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この間「リュウキュウアオバズク」が巣

立って行きましたが、今度は「アカショウ

ビン」です。7月14日に確認されました。

（「アカショウビン」については以前紹介

したことがあります。）親鳥がしっかりと

見守っています。育てています。なんとも

健気です。力強い巣立ちをただただ祈るば

かりです。子育てに本校を選んでくれて有

り難う！！こんな素敵な瞬間に立ち会える

ことを心から「幸運」に思います。 

伊良部高校を散策してみると！ 

撮影日：令和２年７月15日・校内にて野崎先生撮影 

７・８月主な行事予定！ 

○7月22日（水）・・選手推戴式 

○7月27日（月）・・校内弁論大会 

○8月1日～10日・・夏季休業 

○8月20日～21日・・期末テスト 

○8月30日（日）・・授業参観 

○8月31日（月）・・1学期終業式 

      ・全体清掃・緑化運動 

  

９月の主な行事予定！ 
○9月1日（火）・・8月30日の代休 

○9月2日（水）・・旧盆 

○9月3日（木）・・2学期始業式 

        ・ＨＲ役員認証式 

 

今年は例年と違います。夏休みは10

日間のみです。より一層計画的に！      

 

沖
縄
県
立
伊
良
部
高
等
学
校 

令和２年度 

第３号 

諺
、
教
訓
・
名
言
コ
ー
ナ
ー 

「
霧
の
中
を
行
け
ば
覚
え
ざ
る
に
衣
湿

る
」
～
道
元
禅
師
～ 

 

人
は
自
身
の
身
を
置
く
環
境
に
よ
り
、
無
意
識

の
う
ち
の
影
響
を
受
け
る
と
説
い
た
も

の
。
環
境
と
は
も
ち
ろ
ん
「
人
」
と
の

関
わ
り
も
含
ん
で
い
ま
す
。
そ
う
、
自

ら
が
た
ぐ
り
寄
せ
る
も
の
で
も
あ
り
ま

す
。
自
身
を
ど
の
よ
う
に
導
き
た
い
で

す
か
？
た
ぐ
り
寄
せ
る
も
の
は
・
・
・ 

自
主 

誠
実 

創
造 

「
集
団
行
動
の
意
識
付
け
、
進
路
意
識
の
高
揚
、

ス
ピ
ー
チ
力
の
向
上
を
図
る
」
こ
と
を
目
的
に
今

年
度
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

 

生
徒
の
皆
さ
ん
だ
け
で
は
な
く
、
全
職
員
も
ス

ピ
ー
チ
。
生
徒
だ
け
で
は
な
く
、
職
員
に
と
っ
て

も
「
い
い
機
会
」
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

「
ス
ピ
ー
チ
」
に
は
「
そ
の
人
自
身
」
が
反
映
さ

れ
ま
す
ね
。
「
ス
ピ
ー
チ
力
の
向
上
」
と
と
も

に
、
「
ス
ピ
ー
チ
す
る
人
」
の
「
人
と
な
り
」
を

知
る
機
会
に
も
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

 

平
和
学
習
実
施
！ 

一
分
間
ス
ピ
ー
チ
！ 

島
内
企
業
見
学
！ 

 

七
月
十
六
日
、
「
令
和
二
年
度
伊
良
部
高
等
学

校 

宮
古
島
市
内
企
業
見
学
ツ
ア
ー
」
を
前
年
度

に
引
き
続
き
、
今
年
度
も
実
施
し
ま
し
た
。 

 

今
年
度
は
「
大
米
建
設
・
宮
古
公
共
職
業
安
定

所
・
下
地
島
空
港
」
の
三
カ
所
。
宮
古
公
共
職
業

安
定
所
の
宮
国
氏
、
仲
村
氏
に
よ
る
ガ
イ
ド
も
あ

り
、
内
容
の
充
実
し
た
有
意
義
な
学
び
の
機
会
と

な
り
ま
し
た
。
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
「
将
来
を
見

据
え
た
職
業
意
識
」
を
さ
ら
に
深
く
し
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

「
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
」
と
い
い
ま
す
が
、
教

科
書
の
う
え
で
、
あ
る
い
は
ネ
ッ
ト
を
通
し
て

（
画
像
と
し
て
）
の
学
び
も
重
要
で
す
が
、
実
際

に
足
を
運
び
、
そ
の
空
間
（
世
界
）
に
身
を
置

き
、
生
を
体
感
す
る
こ
と
で
し
か
得
ら
れ
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
ね
。
今
度
の
企
業
見
学
は
ま
さ
に

そ
う
い
う
体
験
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

何
を
感
じ
、
何
を
学
ん
だ
か
。
し
っ
か
り
と
記

憶
・
記
録
し
、
今
後
の
皆
さ
ん
の
「
生
き
方
・
在

り
方
」
に
繋
が
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
「
島

内
企
業
見
学
」
の
実
施
に
関
わ
っ
た
皆
さ
ん
、
ご

協
力
い
た
だ
い
た
訪
問
先
の
皆
様

に
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

六
月
十
七
日
、
「
慰
霊
の
日
」 

に
よ
せ
た
「
平
和
学
習
」
が
今 

年
度
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
は
寄
合
先
生
に
よ
る
講
座 

で
す
。
豊
富
な
デ
ー
タ
や
資
料 

を
基
に
熱
の
こ
も
っ
た
講
義
が 

展
開
さ
れ
ま
し
た
。 

併
せ
て
、
図
書
館
に
お
い
て
も 

多
く
の
書
物
や
資
料
が
展
示
さ 

れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
足
を
運
び 

し
っ
か
り
と
学
習
し
ま
し
た
か
。
毎
年
実
施
さ

れ
る
「
平
和
学
習
」
で
す
が
、
毎
回
工
夫
を
凝

ら
し
「
平
和
を
考
え
、
出
来
る
こ
と
を
実
行
し

て
く
れ
れ
ば
」
と
願
い
を
込
め
て
・
・
・
。 

 

七
月
一
日
、
「
自
分
の
命
、
他

人
の
命
を
大
切
に
す
る
た
め

に
」
を
テ
ー
マ
に
交
通
安
全
講

話
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

三
年
間
の
総
ま
と
め
と
し
て
の

永
吉
先
生
に
よ
る
講
話
で
す
。

「
身
近
な
自
分
の
問
題
と
し
て

考
え
て
ほ
し
い
」
と
、
多
く
の

資
料
や
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
の

講
話
で
し
た
。
高
校
三
年
生
に

な
る
と
多
く
の
皆
さ
ん
が
「
運

転
免
許
」
を
取
得
す
る
。
責
任

あ
る
行
動
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

「
自
他
の
命
を
大
切
に
！
」 

交
通
安
全
講
話
実
施
！ 


